
小
特
集
㊧
女
性
学
の
最
前
線

女
性
学

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
キ

ン
グ

を
め
ざ

し

て

総
合
科
目
の
新
展
開

川
本

隆
史

大
学
設
置
基
準

の

「大
綱
化
」

に
と
も
な

い
、
本
学

は

一
九
九
三
年
度
か

ら
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
大
改
正
を
行
な

っ
た
。

文
化
学
科

に
お

い
て
は
、

「
文

化
学
原
論
」
を

「
女
性
と
文
化
」

へ
と
名
称
変
更
し
、
新
た

に
三

つ
の
概
論

科
目

(現
代
社
会
文
化
論
、
現
代
政
治
経
済
論
、
現
代
科
学
技
術
論
)
を
設

け
、
「
文
化
学
研
究
」
を

「
原
書
講
読
」

へ
と
組
み
替
え
た
。
全
学
的
に
は
、

一
般
教
育
課
程
が
共
通
科
目

へ
と
編
成
替
え
さ
れ
た

の
だ
が
、
そ

の
際

に
旧

課
程

「
総
合
科
目
」

の
学
年
指
定
を
三
年
生
以
上

に
グ

レ
ー
ド

ア

ッ
プ
す
る

こ
と

に
な
り
、
新
規

の
テ
ー

マ
の

一
つ
に

「
女
性
論
」
が
選
ば
れ
た
。
新

カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
策
定
を
進
め
ら
れ
た
九
二
年
度

の
教

務
委
員
会

の
見
識

を
高

く

評
価
し
た

い
。
新
カ
リ
初
年
度
は

「女

性
と
文

化
」

の
準

備
に
専
念

せ
ざ
る

を

え
な
か

っ
た
私

だ
が
、

二
年
目

の
九

四
年
度

に

「総
合

科
目

D

・
女
性

論
」
を
専
任
と
し

て
コ
ー
デ

ィ
ネ
イ
ト
し

て
ほ
し
い
と
の
要
請
を
当
時

の
教

務
部
長
か
ら
受

け
た
。
本
学

で
初

め
て
の

「女
性
論
」
を
男

で
あ

る
私

が
担

当
す
る

こ
と

へ
の
た
め
ら
い
は
残

っ
た
も
の
の
、
女
性

の
専
任
教
員
数

が
圧

倒
的

に
少

な
い
跡

見

の
現
状

を
鑑

み
て

一
肌
脱

ぐ
決
意
を
固
め

た
。
幸

い
総

合
科

目
は
、
専
任

一
人

を
含

む
三
人

の
教
員

で
運
営

で
き
、
後
援
会

の
助
成

に
よ
る
学
外
講
師

を
呼

べ
る
態
勢

が
確
立

さ
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
残
り
二
人

の
パ
ー
ト
ナ
ー
に

つ
い
て
は
、
迷
う

こ
と
な
く
吉
澤
夏
子
、
西
川
直
子
両
先

生

に
お
願
い
し
、
快

諾
を
得

た
。
ご
存

じ
の
よ
う

に
吉
澤
先
生

は
、

一
九
八

六
年

度
よ
り
文
化
学
特
殊
講
義

の
兼
任
講
師
を
勤
め
ら
れ
、
本
誌
七
号

に
は

ア
グ
ネ

ス
論
争

に
鋭

く
斬

り
込

ん
だ

「
差
異

の
構
図
1

「
女

で
あ
る

こ
と
」

の
社
会
的
効
果
」
を
寄

せ
て
く
だ

さ

っ
た
。
さ
ら

に
九
三
年

に
は

『
フ

エ
ミ

ニ
ズ
ム
の
困
難
1

ど
う
い
う
社
会
が
平
等
な
社
会
か
』

(勁
草
書
房
)

を

世

に
問
わ
れ
て
い
る
。
西
川
先
生

に

つ
い
て
は
若
干

の
事
情
説
明
が
必
要
だ

ろ
う
。
彼
女

は

一
九
九
〇
年
度
以
来
、
本
学

の

一
般
教
育

フ
ラ
ン
ス
語
担
当

の
兼
任
講
師
と
し

て
出
講
な
さ

っ
て
い
た

の
だ
が
、
昨
年
度

ま

で
戸
籍
名

の

堀
直

子
先
生

で
登
録

さ
れ

て
い
た
。

『白

の
回
帰
ー

愛
/

テ
ク

ス
ト
/
女

性
』

(新
曜
社
、

一
九
八
七
年
)

を
書

か
れ
、

日
本

の
ク
リ

ス
テ
ヴ

ァ
研
究

の
第

一
人
者

で
あ
る
先
生
が
本
学

に
来

ら
れ

て
い
る

こ
と
を
、

こ
の
私
自
身

す
ぐ

に
気
が

つ
か
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
学
外

の
研
究
会

で
先
生

に
お
会

い

し

て
名
刺
を
差
し
上
げ
た
と
き
、

「私

も
跡

見
に
教

え
に
行

っ
て
ま
す
」

と

言
わ
れ
た
と
き
の
驚
き
ー

結
婚
後
の
女
性
の
姓
の
問
題
が
こ
こ
に
も
顔
を

出
し

て
い
る
。

と

こ
ろ
が
三
人

の
分
担

を
決

め
て
授
業
内
容

(
シ
ラ
バ

ス
)

の
原
稿
も
提

出
し
た
後
に
な

っ
て
、
吉
澤
先
生

が
九

四
年

四
月

よ
り

日
本
女
子
大
学
人
間

社

会
学
部

に
専
任

と
し
て
赴
任

さ
れ

る
こ
と

に
な

り
、
跡
見
と

の
兼
務
が
無

一
1

「



理
に
な

っ
た
。
教
務
部
長
と
も
相
談
の
う
え
、
急
遽
ワ
ラ
を
も
す
が
る
思
い

で
お
願
い
し
た
の
が
、
昭
和
女
子
大
学
短
期
大
学
部
の
内
藤
和
美
先
生
で
あ

る
。
私
は
以
前
、
内
藤
先
生
も
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
女
性
学
の
教
科
書

(
『女
性
学
-

入
門
か
ら
実
践

・
応
用
ま

で
』
同
文
書
院
、

一
九
九
二
年
)

・
を
書
評
し

た
こ
と
が
あ
り

(「
フ
ェ
ミ

ニ
ズ

ム

へ
の
意
志
i

近
作

四
点

を

読

む
」、

『週

間
読
書
人
』

一
九
九

二
年
七
月

一
三

日
号
)
、

さ
ら

に

「
ケ

ア

役
割
」

を
女
性

に
固
定
化
す

る
傾
向
を
衝

い
た
彼
女

の
論
文
を
拙
論

(「
介

護

・
世
話

・
配
慮
」
、

『現
代
思
想
』

一
九
九

三
年

一
一
月
号
)

で
引
用
す
る

な
ど
、
理
論
的

な
交
流

を
始

め
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
無
理
を
承
知

の
依
頼
を

内
藤
先
生
は
快
く
お
引
き
受

け
く
だ
さ
り
、
前
期

に

「女
性
学
」

の
入
門
的

な
講
義
を
し

て
も
ら
う
と

こ
ろ
ま

で
話

が
ま
と
ま

っ
た

(
あ
わ
せ
て
文
化
学

科

の
専
門
科
目
も
お
願

い
し
た
)。

さ

て
九
四
年
四
月
、
開
講

で
あ
る
。

新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の

一
、

二
年
生

は

受
講
資
格
が
な

い
た
め
、
本
年
度

に
関
し

て
は
旧
課
程

の

「総
合
科
目
」
未

履
修
者
を
中
心

に
五
〇
人
ば
か
り

の
登
録

で
落
ち
着

い
た

(
シ
ラ
バ

ス
の
脅

し
文
句

も
効

い
た
の
か
も
し
れ
な

い
)
。
簡
単

な
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の

後
、
内
藤
先
生

の
講
義
が
姶
ま

る
。
毎
時
間
詳
し

い
レ
ジ

ュ
メ
が
配
ら
れ
る

熱
意
溢

れ
る
授
業

に
聞
き
入

り
な
が
ら
、
西
川
先
生
も
私
も
し

っ
か
り

ノ
ー

ト
を
と

っ
た

(
こ
の
私

が
こ
の
歳

に
な

っ
て
、
女
子
大
学

で
学
生
が

で
き
る

と
は
思
わ
な
か

っ
た
)
。

そ
し
て
七
月
、
会
場
を
図
書
館

ホ
ー
ル
に
変
え

て
、

さ
と
る

学
外
講

師

の
講
演

が
始

ま

っ
た
。

ト

ッ
プ
バ

ッ
タ

ー
は
、

斉
藤

学

先

生

(東
京

都
精

神
医

学
総

合

研
究

所
)

の

「
女
性

と
共

依
存
」
。

「
共
依

存
」

(o
o
-α
Φ
O
Φ
コ
α
Φ
昌
o
Φ
)

と

は
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
治
療
過
程

で
発
見
さ

れ
た
独
特

の
人
間
関
係

で
あ
り
、
相
手

か
ら
依
存

さ
れ
る
状
態

に
自
分
が
依

存
し

て
し
ま

い
、
結
果
と
し

て
お
互
い
に
依
存
性
を
増
長

し
て
し
ま
う
よ
う

な

つ
な
が

り
方

の
こ
と
。

こ
の
病
理
を
豊
富
な
臨

床
例

を
引
き
な
が
ら

ユ
ー

モ

ア
た

っ
ぷ
り
に
話

さ
れ
た
。
本
号

に
は
残
念
な
が
ら
講
演
記
録

を
載

せ
ら

れ
な
か

っ
た
け
れ

ど
も
、

こ
の
方
面

に
関
心
を
も

つ
会
員
は
先
生

の

『生

き

る
の
が
怖

い
少
女

た
ち
1

過
食

・
拒
食

の
病

理
を
探
る
』

(
カ

ッ
パ

・
サ

イ

エ
ン
ス
、

光
文
社
、

一
九
九

三
年
)

あ
た
り
か
ら
読
み
始
め
る
と

い
い

(
講
演

テ
ー
プ
は
文
化
学
科
研
究
室

に
保
存
し

て
あ
る
)
。

暑

い
暑

い
夏
を

は
さ
ん

で
、
後

期
か

ら
は
学
外
講

師

の
オ

ン
パ

レ
ー
ド

ー

九
月
二
〇
日
の
加
藤
春
恵
子
先
生
、

一
〇
月
四
日
の
金
井
淑
子
先
生
、

=

月
八
日

の
皆

川
美
恵

子
先
生
、

一
五

日
の
福
井
憲
彦
先
生
、

二
二

日
の

吉
澤
夏
子
先
生
。
目
次
を
見
れ
ば

お
分

か
り
の
よ
う
に
、
以
下

の
小
特
集
は

右

の
講
演

シ
リ

ー
ズ

に
基
づ
い

て
い
る
。

そ
し
て
授
業

の
最
終
回

で
は
、
出

席
者

に

一
年
間

の
感
想
を
自
由

に
話

し

て
も
ら

っ
た
。
九
月

に
も

一
度
、
履

修

の
動
機
な

ど
を

フ
リ

ー
ト
ー
キ

ン
グ
し

た
が
、

こ
う
し
た
学
生

か
ら

の

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
は
今
後
と
も
ぜ

ひ
試
み
た

い
。
加
藤
先
生

の
講
演
冒
頭

に

出

て
く

る
C
R

(意
識
高
揚
)
の
疑
似
体
験

に
で
も

な
れ
ば
と
思
う
。
こ
の
最

終

日
の
総
括
討
論

の
模
様

は
、
西
川
先
生
が
ポ
イ

ン
ト
を
見
事

に
ま
と
め

て

く
だ
さ

っ
て
い
る
。
先
生
自
身

の
講
義

は
、
学
外
講
師

の
合
間
を
縫
う
か
た

ち
で
行

な
わ
れ
た
。
近
代

の

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
の
原
点

メ
ア
リ

.
ウ
ル
ス
ト

ン

ク

ラ
ー

フ
ト
か
ら
始

ま
り
、

ボ
ー
ヴ

ォ

ワ
ー
ル
を

り
ベ
ラ
ル

.
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
の
到
達
点

お
よ
び
ラ
デ

ィ
カ
ル

・
フ
ェ
ミ

ニ
ズ

ム
の
源
流
と
し

て
位
置
づ

け
ら
れ
た
。

つ
い
で
ラ
デ

ィ
カ

ル

・
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
の
検
討

に
移
り
、
精
神

分
析
派

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
か
ら
現
代

フ
ラ

ン
ス
の

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

(
シ
ク
ス
i
、

イ
リ
ガ

ラ
イ
、
ク
リ

ス
テ
ヴ

ァ
)

の
紹
介

で
結
ば

れ
た
。

日
程

の
都
合

で
先

生

の
本
領
が
じ

ゅ
う
ぶ
ん

に
発
揮
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
、
新
年
度

は
も

っ
と

時
間
を
差
し
上
げ

て
、
思
う
存
分
語

っ
て
も
ら
お
う
と
計
画

し
て
い
る
。

一2一



本
年
度

の
私
は

コ
ー
デ

ィ
ネ
イ
タ
i
役

に
徹

し
た

つ
も
り
。

し
か
し
な
が

ら
西
川
先
生

の
ま
と
め
に
も
あ
る
よ
う

に
、
受
講
生

に
は

「女
性

と
い
う
限

定
を
冠
し
た
学

へ
の
疑
念

・
不
安
と
同
時

に
、
男
女

を
越

え
た
普
遍
的
人
間

像

・
人

間
関
係
論

へ
の
欲
求
」

が
あ

る

こ
と

も
確
か

で
あ
り
、
男

と

い
う

ジ

ェ
ン
ダ

ー
を
生

き

て
い
る
私
が
危

う

い
場

所
か
ら

で
も
あ

え

て

「
女
性

論
」

に

つ
い
て
発
言

し
て
い
く
責
務
を
負

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
ら
れ

た
。
ま
た
加
藤
先
生

が
講
演

で
指
摘

さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、
女
性
学
教
員
が

「
第
二

の
母
」

の
役
割

を
背
負

わ
さ
れ

た
り
、

女
子
学
生
と

の
相
互
的
ダ
ブ

ル

・
バ
イ

ン
ド
に
陥

る
危
険
性

が
あ

る
と
す
れ
ば
、
男

の
女
性
学
教
員
が

一

種

の
カ
ウ

ン
タ
ー
バ
ラ

ン
ス
役
を
演

じ
る
出
番

は
あ

る
か
も
し
れ
な

い
。
と

り
あ
え
ず
私

の
守
備
範
囲

で
カ
バ
ー
で
き

る
の
は
、
キ

ャ

ロ
ル

・
ギ
リ
ガ

ン

の

『
も
う

ひ
と

つ
の
声
』

(川
島
書
店
、

一
九
八
六
年
)

が
巻
き
起

こ
し
た

論
争

と

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
の
規
範
論
理

の
活
発
な
展
開

で
あ
る
。

こ
れ

つ
い
て

は
、

私

の

『
現

代
倫

理
学

の
冒

険
-

社
会

理
論

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
キ

ン
グ

へ
』

(創
文
社
、

一
九
九
五
年
)

の
第

一
部
第
五
章

で
簡
単
な
分
析
を
加
え

て
お
い
た
の
で
、
参
照

い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
私
が

ア
メ

リ

カ

の
女

性

学

(..ミ
o
ミ
§

げ

の
ε
9
Φ
ω
..

で

あ

っ

て
、

、.ω
ε
9
0
ω

ミ

ミ
o
§
§

..
で
は
な

い
こ
と

に
注
意

!
)

に
内
在
的
な
関
心
を
寄
せ
る
き

っ
か

け
と
な

っ
た

の
が
、
ギ

リ
ガ

ン
と

の
出
会

い
だ

っ
た
。
彼
女
は
、

ピ

ア
ジ

ェ

や

コ
ー
ル
バ
ー
ク
の
道
徳
発
達
理
論
が
建
前

で
は

「
人
間

一
般
」

を
対
象

と

し

て
い
な
が
ら
も
、
実
は
男
性

の
発
達
プ

ロ
セ
ス
を
基
準

に
し
て
お
り
、

そ

の
た
め
女
性

の
発
達
を
十
全
な
か
た
ち

で
把

握

で
き
な

い
こ
と
を
暴

き
出

し
、

女
性
が
道
徳
上

の
葛
藤

(妊
娠
中

絶

に
踏

み
切

る
か
ど
う
か
、

な
ど
)

に
お

い
て
語
る

こ
と
ば

に
耳
を
す
ま
せ

て
、
従
来

の
理
論

に
欠
落

し
て
い
た

「
ケ

ア
と
責
任

の
倫

理
」

と
そ

の
発
達

の
理
路
を
描

き
出

し
た
。
倫

理
学

が

「
人

間

の
学
」

た
ら

ん
と
す

る
限
り
、
ギ

リ
ガ

ン
の
問
題
提
起
を
真
剣

に
受
け
と

め
、
お

の
れ

の
男
性
中
心
主
義
的
な
偏
り
を
是
正
す
る
努
力
を
惜
し
ん

で
は

な
ら
な

い
、
と
私

は
考
え

て
い
る
。

一
年
間

の
授
業
運
営
を
通
じ

て
、
女
子
大
学

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に

「女
性

学
」
関
連
科
目
を
設
置
す
る

こ
と

の
意
義

を
改

め

て
痛
感

し
た
。
最
終

日
の

討
論

で
内
藤
先
生
が

「
女
子
大
学
は
女
性

の
自
尊
心

を
培

う
場

と
し
て
大
事

だ
」
と
強
調
さ
れ
た

こ
と
も

つ
よ
く
印
象

に
残

っ
て
い
る
。

こ
の
特
集
を
足

場

に
し

て
、
新
年
度
か
ら
さ
ら
に

「総
合
科
目

・
女
性
論
」

を
充
実

さ
せ
た

い
。
な
お
学
外
講
師

の
講

演

(
原
則
と
し

て
火
曜

日
の
二
時
間
目
、
年
間
五

名
を
予
定
)
は
、
会

員

の
皆

さ
ん
に
も
オ
ー
プ

ン
に
す

る

つ
も

り
で
あ

る
の

で
、
参
加
希
望
者

は
日
程

な
ど
を
文
化
学
科
助
手

に
問

い
合

せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

「女
性
と
文
化
」

お

よ
び

「
女
性
論
」

を
核

に
し

て
、

本
学

に
女
性

学

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
徐

々
に
広
げ

る
こ
と
ー

こ
れ
が
私

の
密
か
な

(公

然

た
る
?
)

ね
ら
い
で
あ

る
。

(か

わ
も
と

た
か
し

・
倫
理
学
)
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